
（様式３）
パブリックコメント案件概要

案件名：尼崎市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画(生き生き！！　あま咲きプラン）(第9期)の
　　　　　　　素案に対する市民意見公募手続の実施について

１．施策の概要
　この計画は、老人福祉法第20条の8に規定する老人福祉計画及び介護保険法第117条に規定する介護保険事業計画であり、今後の高
齢化の進展と、高齢者の意識や価値観のさらなる多様化に対応することを念頭に置き、地域包括ケアシステムの構築に向けた各種施策の
推進とともに、将来必要な介護保険サービス量を見込んだ上で、適正な介護保険料等を定め、実効性のある計画の推進を図るものとしま
す。

２．施策策定（見直し）に至った背景・問題点など
　介護保険制度が施行された平成12年当時、約7万5千人だった本市の65歳以上の高齢者人口は、令和4年時点で約12万6千人となり、高
齢化率においては、この20年で、16.3%から27.5%となっています。さらには、令和22年には、いわゆる団塊ジュニア世代が65歳以上となり、
総人口、いわゆる生産年齢人口が減少する中で、高齢者人口がピークを迎えるとともに、介護ニーズの高い75歳以上人口が急速に増加す
ることが見込まれるなど、介護支援ニーズの更なる増加・多様化が想定されます。
　こうした中、本市では、第6期計画から団塊の世代が75歳以上となる令和7 (2025)年を見据えた計画を策定し、高齢者施策の推進を図っ
てきたところです。第8期計画においては、高齢者人口がピークを迎える令和22 (2040)年を見据え、制度の持続可能性を維持しながら高齢
者施策を効率的かつ効果的に進める計画を策定し、取組を進めてきました。
　第9期計画では、令和7年が到来し、令和22年を見据え、引き続き、制度の持続可能性を維持しながら高齢者施策を効率的かつ効果的に
進める必要があることから、第8期計画の点検・評価（PDCAサイクル）から見出された成果や課題などを踏まえ、在宅サービスや施設サー
ビスの基盤を整備するとともに、地域支援事業による介護予防や生活支援の体制整備等の充実を通じて、地域包括ケアシステムの更なる
深化・推進に向け、取り組む必要があります。また、令和5年に「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」が成立し、その基本理
念に基づき認知症施策を進めるため、市町村認知症施策推進計画の策定が努力義務となりました。

３．目指す姿・対応策など
＜基本理念＞
　高齢者が尊厳を保ち、安全・安心に健康で多様な暮らし方ができる支え合いのまちづくり
＜４つの基本施策＞
１　介護予防・フレイル対策の推進
２　「共生・理解」を両輪とする認知症施策の推進
３　人と人とのつながりや支え合い、高齢者の社会参加の促進
４　介護が必要になっても安全安心に暮らせる基盤づくり

４．施策の対象範囲・期間など
＜施策の対象範囲＞
高齢者やその家族等
＜期間＞
令和6年度～令和8年度

５．市民意向調査の概要（ステップ１、２省略の場合はその理由）
　令和5年2月13日から3月31日までの期間、①市内在住の65歳以上の高齢者（要介護及び要支援認定者を除く）　2,000人②市内在住の
65歳以上の要支援認定者　1,000人③市内在住の65歳以上の要介護認定者　1,000人を対象に高齢者意向調査を実施しました。
　また、令和5年2月14日から3月31日までの期間、要支援・要介護認定を受けている高齢者611人に在宅介護実態調査を実施しました。

６．施策の検討経過
　(1) 素案検討過程での主な論点
　尼崎市社会保障審議会高齢者保健福祉専門分科会の中に計画策定部会を設置し、団塊の世代が75歳以上となる令和7年、高齢者人口
がピークを迎える令和22年頃を見据え、高齢者の誰もが自分らしく、誰からも大切にされながら、介護が必要となっても、認知症があっても
なくても、その人らしい生活を実現できるよう、本市の現状や課題、計画期間における取組の方向性、介護保険料などを中心として議論を
進めました。

　(2) 策定過程で比較検討した複数案の主な項目と反映理由
-

７．今後のスケジュール
令和6年2月　尼崎市社会保障審議会高齢者保健福祉専門分科会開催（パブリックコメントの意見反映等）
　　　　　　　　　パブリックコメント等の結果の公表

８．添付資料

第9期尼崎市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画(生き生き！！　あま咲きプラン）（素案）

９．お問い合わせ先
福祉局　福祉部　高齢介護課
〒660-8501 兵庫県尼崎市東七松町1丁目23番1号 本庁北館3Ｆ
電話番号(TEL)　：　06-6489-6356
ファクス(FAX)　　：　06-6489-6528
メールアドレス(Eメール)　：　ama-koureikaigo@city.amagasaki.hyogo.jp


